































































































































































































































































































































































































































― 262 ― ― 263 ―
心に」、『日本アジア言語文化研究』第5号、大阪教育大学、1998年。
7 趙静「張愛玲の描く「緑」の心象性―『沈香屑―第一炉香』と『金鎖記』を中
心に」、前掲。
8 竹村和子「責任あるエイジェンシー―ポストモダニズム、ポストコロニアリ
ズム、フェミニズム」、山形和美編『差異と同一化』、研究社出版、1997年。竹村
氏は、このような植民地の女をスピヴァックやトリン・ミンハを引きつつ「責任
あるエイジェンシー」と呼び、しかし「何か一つの立場を代弁するということで
はない」ものだと論じる。
9 ジョージ・喬が「雑種」であるということは、梁奥様の「おまえの母親はどこか
ら来たともしれないポルトガルの売女でマカオの賭博場で遊んでいたくせに。」
という言葉からわかる。
10 濱田麻矢「「洋場」の「洋人」―張愛玲小説の外国人」、『中国文学報』第54冊、
1997年。
11 濱田麻矢「「洋場」の「洋人」―張愛玲小説の外国人」、前掲。
12 林幸謙「三　「沈香屑」論述：第一炉香和第二炉香的女性寓言」、『張愛玲論述　
女性主体与去勢模擬書写』、前掲は、ジョージ・喬について、つぎのように論じ
ている。
 「ジョージの役割は、文字どおり父系文化の規範における去勢された自我を演じ
ており、名実ともに空洞的なシニフィアンである。女性に元来付与された抑圧と
いう記号は、ここではジョージに転移されている。伝統的な女性の、性、貞節と
欲望における禁忌は、売春で夫を養うことによって打破され、父権制の象徴的秩
序に動揺をもたらす。」
13 森村泰昌「千野香織のまなざしについて」、『大航海』43号、講談社、2002年
はつぎのように述べる。
 「〔｢見る｣ ことによる支配と「見られる」ことによる被支配による―引用者注〕
｢視線｣ の力学をもっとも端的に示すのが、オトコとオンナの関係である。オト
コは「見る」ことによって欲望を満足させる。オンナは「見られる」ことによっ
て欲望の支配下に置かれる。」
14 「母性」という語について、『現代漢語大詞典』、漢語大詞典出版社、2000年で
は「母親が子を愛護する本能」とする。また、『日本国語大辞典　第二版』、小学
館、2000-02年では「女性が母親として持つ性質。子どもを守り育てようとする
母親の本能的な性質」とする。なお、「母性愛」について、『日本国語大辞典　第
二版』では「母親が子どもに対して持つ愛情。生活力の未発達の乳幼児に対して

